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「 」  本論文で用いる日本語の専門用語および引用する言葉はすべて「 」で
示す。 
 






( )   用例の前の括弧に入れた番号は、章ごとに改める。 
 
(   )  用例の後の括弧は出典を示す。 
 
     用例・引用中の下線は(特に断らない限り)筆者によるものである。 
 
＊    用例が非文法的であることを示す。 
 
??     用例がかなり不自然であることを示す。 
 


































































(1) 机の上には本とノートと鉛筆とがある。   
书桌上有书、笔记本和铅笔。 







(2) 新聞や雑誌を読む。  
看报纸、杂志等。                    (同上：1928) 
「も」 
(3) 李さんも王さんも郭さんもみんな同じ大学の学生です。 
小李、小王和小郭都是一个大学的学生。          (同上：1900) 
「やら」 
(4) お花やらお茶やらを習う。    
学习花道啦、茶道啦。                  (同上：1947) 
「とか」 
(5) ウメとかモモとかサクラとか、いろいろな花があった。 
有梅花啦、桃花啦、樱花啦各种各样的花。         (同上：1349) 
「など」 
(6) 菓子や飲み物などを売る店。    




























(7) 我们学习政治和业务。    






















中の名詞並列表現の対応関係をまとめると、表 1 のようになる。 
 
表 1 日中の名詞並列表現の枠組み 
  X       Y  
  Z 
X1  X2 Y1  Y2 
中国語 和  或 一类，之类  等，等等 啦，呀，啊 
日本語 と、や  か のような  など、などなど とか、やら、だの 
 
品詞性に基づいて分類を行うと、中国語の並列表現は上記のように 3 つのグルー
プに分けられる。中国語のグループ X は「A( )B」という形で並列を行い、B の後
に置かれることはない。一方、グループ Y に関しては、「B( )」という形で用いら
れ、B の後に置かれる形しか容認されない。グループ Z に関しては、「A( )B( )」
という形で並列を行い、A の後にも B の後にも置かれる必要がある。 
一方、日本語のグループ X とグループ Z を見ると、いずれも並列助詞のカテゴリ
ーに分類される。中国語の対応関係を重視し、本論文では「と」「や」「か」をグル
ープ X、「とか」「やら」「だの」をグループ Z と見なす。それぞれ中国語の並列接続






















という点にある。この 2 つのグループのうち、本論文では、グループ X について検
討する。 
グループ X は、さらに 2 つの下位類に分けられる。「と、や」のグループ X1 と「か」
のグループ X2 である。本論文では、X1 である日本語の「と、や」と中国語の“和”
との対応関係を軸に検討していく。意味の対照分析については第 4 章で、用法の異
同については第 5 章で検討する。なお、X2 に分類される「か」と“或”については、
第 4 章で言及する。 
グループ Y も日本語、中国語ともに 2 つに分けられる。「のような」、“一类”な






























表 2 「列挙・例示」から見る「と」「や」“和” 









































など (－) 等 (－) 
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と“和”の用法上の比較を行う。用法上の違いは、以下の 4 点にまとめられる。 
①位置上の比較：日本語の「A と B」という並列表現の場合、主要部(head)は B



















































































































(5) 太郎と花子は一人ずつ歌った。               
  (作例) 




























A. 同じ動作をする。      X と Y が一緒に歩く。 
 
B. ある動作を二人で作る。    a.  
         (対面性)               b.              
        
  a. 同時的に動作を行う。(けんかする、戦争する、言い合う) 
  b. 同時的ではない。 (言い交わす) 
 




るといえる。図 2 は「X と Y」が複数性を持つ動作主に解釈できることを表してい
る。このように、「と」は複数性を形成する要素の 1 つであると考えられる。  
 
「X と Y」が……(けんかする/戦争する) ＝  
「二人」がけんかする。/「両国」が戦争する。 
図 2 「と」と複数性の関係 
 
 



























































































































まず、「全部列挙」「一部列挙」の観点から次の 2 例の分析を行っている。 
 
(10) a この通りは、トラックやバスの音がうるさい。 
b この通りは、トラックとバスの音がうるさい。      





























(11) a ?この通りは、トラックやカラスの音がうるさい。     




















の 3 点にまとめることができる。 




(12) a 保険に入れば夫が病気や交通事故で死んでもすぐには困りません。 
b＊保険に入れば夫が病気と交通事故で死んでもすぐには困りません。 













られる。図式化すると、図 3 のようになる。 
 









図 3 「と」「かつ」「または」 
 
「A と B」の範囲は 2 つある。1 つは二者が重なる部分で、「A かつ B」の領域で
ある。もう 1 つは重なっていないところも含めた部分で、「A または B」の領域であ
る。例を 1 つ挙げる。 
 
(13) 今年の正月に、一の矢神社と筑波山神社に行った人は 1000 人いる。 
(作例) 
  
(13)は、2 つの解釈ができる。1 つは一の矢神社または筑波神社、どちらか 1 つに行
った人の人数の合計が 1000 人であるという解釈である。もう 1 つは一の矢神社と筑




(14) a 保険に入れば夫が病気や交通事故で死んでもすぐには困りません。 
b＊保険に入れば夫が病気と交通事故で死んでもすぐには困りません。 






(15) a この保険に入れば夫が病気や交通事故で死んでもすぐには困りません。 
























c ?アメリカや、イギリスやフランス(など)です。      (作例) 














































(21) ??翌日は肩または腰あちこち痛んでしかたなかった。    
















































































表 1 開いた系と閉じた系 
開いた系 集合イメージを明示しない 
並立助詞 と 被例示(引用マ

























的な理由として、次の 2 点が挙げられる。1 つは、並立助詞として「と」を用い
た場合、動詞の意味上、二者間の関係性を表すと読み手に解釈される可能性が












や習慣の差異を感じることもできる。         





















































果に基づいて、考察を行っている。調査は、「『A と B』『A や B』はどう違うか」と
いう質問に対し、自由記述の形で回答してもらうという形式で実施されている。「AB







(26) a 今教室にいるのは太郎と花子です。  
b 今教室にいるのは太郎や花子です。             
    (作例) 
      






(27) a 私は毎日ビールとワインを飲む。 
b 私は毎日ビールやワインを飲む。          




















                         (森山 2005：4)  









(29) a さっきお店でキャンディとチョコレートを買った。そして、クッキー 
も買った。 
      b さっきお店でキャンディやチョコレートを買った。そして、クッキー
も買った。                     
    (作例) 
 





1.3.4 朴点淑 (2006) 
 
朴(2006：52)は、「と」に関して、「A と B など」の存在を指摘し、「『と』の意味
機能」には、「全集合の取り上げの『と』」と「部分集合の取り上げの『～と～など』
のパターン」という 2 つがあることを述べている。加えて、朴(2006：53－54)では、
「『～と～など』のパターンは、①『{A} と {B など}』、②『{A と B} など』、③
『{A と B など} 限定の数字』、の三つに分けられる」と述べられている。しかしな
がら、次のような、これらのパターンのいずれも属していない表現がある。 
 
(30) アジアには日本と中国などがある。                         
   (作例) 
 
また、パターン②③の場合、「A と B など」は「A や B など」と同様の意味であ
ると説明されているが、これについては検討の余地がある。「A と B など」の場合、






































































表 2 名詞句並列マーカーの性質のまとめ 
 統語論的性質 意味論的性質 語用論的性質 
 と ＋網羅性 任意の集合 排他的な推意あり 
 や －網羅性 共通の属性をもつ要素の集合 排他的な推意なし 






(32) a 私は毎日ビールとワインを飲む。 
 b 私は毎日ビールやワインを飲む。             (再掲(27)) 
       








   (33) a 私は毎日肩と腰が痛む。 

















































(35) a 日本とアメリカと中国の接近 































































































3.1 鄭亨奎 (1989) 
 
 鄭(1989)では、「日本語の並列の接続表現」と「並列の接続の日中対照分析」とい
う 2 つの内容について考察がなされている。 




















                                                   
5 『伊豆の踊り子』『雪国』『名人』。 
6 1985 年出版の叶谓渠の訳文である。 







       机の上に本と帳面と鉛筆とがある。       
 (鄭 1989：139，下線は鄭によるもの) 




  (38) ありふれた日本の化粧品や髪飾りなどだった。 



















                                                   













1983：174、初学者も使える中国語虚詞辞典 1988：112 などと现代汉语八百词 1983：
232、现代汉语虚词解析词典 1988：123、现代汉语虚词用法小词典 1984：76 など)
で記述されている。鄭(1989)では同様の説明に終始するのみで、その原因について






























大いに異なる用法である。                       
    (鄭 1990：133，下線は鄭によるもの) 























































































































(1) a 私はコーラが好きです。 
b 私はコーラのような飲み物が好きです。 
       c 私はコーラやファンタが好きです。 
       d 私はコーラやファンタのような飲み物が好きです。 
        e 私はコーラとファンタが好きです。 

























検索手段     長単位検索 
 前方共起 1 キーから 1 語 品詞の大分類 名詞 
               キー      語彙素    や  
 後方共起 1 キーから 1 語 品詞の大分類 名詞 
 後方共起 2 キーから 2 語 語彙素    の 
 後方共起 3 キーから 3 語 語彙素    様 
語彙素読み  ヨウ 
 
その結果、「名詞 1 や名詞 2 のよう」という構造を持つ例文が 1235 例確認された。
同様の検索手段で語彙素を「と」に変えて検索したところ、「名詞 1 と名詞 2 のよ
う」という構造を持つ例文は 297 例であった。 
コーパス調査により、「名詞 1 と名詞 2」という構造を持っている例文が「名詞 1
や名詞 2」という構造を持っている例文より数多く存在していることが確認された。
しかし、「のよう」を加えると、明らかに「名詞 1 や名詞 2 のよう」という構造の


















囲に入らない。そのため、この 67 例を除外し、残る 230 例を考察対象とする。「A
と B のよう」という構造を持っている 230 例は、以下の 3 つのパターンに分けられ
る。 
この 3 つのパターンに分ける基準を説明する。まず「A と B のよう」という構造
に着目し、この構造のうち、「(A)と(B)のよう」という構造を持っているか否かで分
類を分ける。「(A)や(B)のよう」という構造を持つ場合は、「A のよう、B のよう」と
いうように解釈してもよいと考えられる。この基準で「A と B のよう」という文を
見て、「A のよう、B のよう」という解釈になれるかどうかを検証する。 
 








いる構造は「X12のような」である。但し、この X を構成しているのは A「子ども」
と B「おとな」という 2 つの要素であるため、「A と B のよう」という構造のように
見える。実際に表しているのは「A のよう、B のようなもの」ではなく、「A と B/A
対 B」という関係である。この場合、A と B が一体化している。 
「子供と大人」以外には、「兄と弟」「先生と学生」「白と黒」などが挙げられる。




                                                   
























あり、A パターンと同様の構造をしている。この文においては「亡霊」が X に相当
する。但しこの X の前に名詞が 1 つあるため、「A と B のよう」という構造に見え
る。但し、実際に表しているのは「A のよう、B のようなもの」ではなく、「A」と
「X のような B」である。この場合、並列助詞「と」で連結されている A と X の間
には何の関係もない。並列要素は A(面影)と B(名前)であるが、B を説明する際、「の
ような」を用いてより詳しい情報を付加し、「X のような B」となっていると考えら




















(NHK プロジェクト X 制作班『熱き心、炎のごとく』) 
 











(8) a うちの研究室には、王さんと李さんのような中国からの留学生がいる。  
(作例)          
                                                   


















A,B,C という 3 つのパターンそれぞれの用例数と比率を以下の図 1 に示す。 
 
 
図 1  「A と B のよう」におけるパターン別の用例数と比率 

















A と B のよう  A と B のよう   A と B のよう 
↓           ↓        ↓  ↓ 
        X             X        X   X 
図 2 「X」のよう 
 
図 1 を見ると、A,B パターンが 94%を占めるのに対し、C パターンはわずか 6%
しか見られないことが分かる。また「A と B のよう」という構造を持つ 230 例を考















(9) a そこからみえる内部の自己制約による停滞、内側にめくれこんでゆく感 
じ、快活さのない精神の曲線、もしかすると安堵と畏れは、外部から視 
えないドラマのうちもっともこころ惹かれるものだ。 







(10) a 富士通 FMV と VAIO が使いやすくて好きなのですが、東芝かＮＥＣの
パソコンで同じようなタッチパッドのもの知りませんか？ 
       b 富士通 FMV と VAIO のような表面がツルツルしていないものが使いや   
           すくて好きなのですが、東芝かＮＥＣのパソコンで同じようなタッチパ 
ッドのもの知りませんか？                     










      d (……省略)もしかすると安堵や畏れのようなものは、外部から視えないド
ラマのうちもっともこころ惹かれるものだ。 
 
(10) c 富士通 FMV や VAIO が使いやすくて好きなのですが、…… 
        d 富士通 FMV や VAIO のような表面がツルツルしていないものが使いや 
すくて好きなのですが…… 
 
















































光信(2007)において、「N1 のような N2」という構造をとり、 
 
必須要素となっていない「N1 のような」には、(a)N1 がそれに属するタイプの










題を解決することもできるのだ。「もしも伯父ならば･･･…」    
 (光信 2007：4) 
 
この分析は、並列要素が 2 つ以上の場合にも当てはまる。 
 
(15) 矢代君や石井君のような友達がいればそれでいいんです。 
    「矢代君や石井君がいればそれでいいんです」        
















(13) c パスタとピザが好きです。                              (作例)                                                                 
 






(16) a Q: 太郎と花子はまだ来ていない？ 
A: ふたりは来ましたよ。 
b Q: 太郎や花子はまだ来ていない？ 













 もう 1 例見ておく。 
 
(17) Q: 今研究室にいるのは誰ですか？ 
a A: 太郎と花子と…… 






























いう構造を持つ例文は 230 例確認された。 
「A と B のよう」の構造を持っている例文の出現数(230 例)に対して、「(A)と(B)
のよう」という構造、即ち N1 と N2 の両方が「のよう」にかかわる例文は僅か 14
例しか見られない。他の例文は「(A と B)のよう」という構造か、「A と(B のよう)」
という構造である。この 2 つの構造は意味的には＜名詞＞＋「のよう」という構造
を持っているといえる。また、「(A)と(B)のよう」という構造を持っている 14 例の











































































































































   例：兄と妹   哥哥和妹妹 
     バナナとりんごと苺を買った   买了香蕉、苹果和草莓 








   例：新聞やテレビなどで報道する   用报纸、电视等进行报道 
     手や足を動かす   活动手和脚 









      例：工人和农民   
 (労働者と農民)14 





   (選択を表し、“或”に相当する。ふつう“无论、不论、不管”の後ろに使わ
れる) 
     例：无论在数量和质量上都有很大的提高   
(質量共に大きく向上した)  
          去和不去，由你自己决定 
         (行くか行かないか、自分で決めなさい)      
 (吕 1983：232) (吕 2003：174) 
 






 以上の記述から、“和”には「連言(かつ)」と「選言(または)」という 2 つの意味
があるということが分かる。 









(1) a このポイントカードの有効期間は一年と三ヶ月です。 
b 这张积分卡的有效期间是一年(＊和)三个月。    
(2) a 1＋3 分の 1 はいくつになりますか？答えは 1 と 3 分の 1 です。 
b 1 加 1/3 等于多少？答案是 1 又(＊和)1/3。  
(作例)  
 






















的である。              







朱(1980)では、“A 和 B”は“兼有”を表し、即ち A も B も必要条件となっている








(3) a 凡来本校游泳的同志，须持单位介绍信和(或)本人工作证。   
  (朱 1980：1) 
b 本館に泳ぎに来る人は会社からの推薦状と(か)本人の従業員証明書を持
参しなければならない。 






  (4) a 你上这家铺子去，总能买着牛肉或是羊肉。   
  (朱 1980：1) 
b この店に行けば、必ず牛肉か羊肉かが買える。 
(日本語訳の b は筆者によるもの) 
   
    (5) a 大水把铁路冲坏了，你只能坐飞机或是坐船去。  
 (朱 1980：1) 
b 洪水で道路が壊れたので、飛行機か船で行くしかない。 










表 1            表 2           表 3 
  A  B                    A  B                   A  B 
            ＋  ＋ ✖           
                                                  
 ＋  －  ✖ 
 －  ＋  ✖ 
－   － ✖            －   － ✖           －   － ✖ 
   (朱 1980：2) 
 
表 1 は“(兼容)或”であり、表 2 は“(互斥)或”であり、表 3 は“和”である。 
＋  ＋ ✔ 
 ＋  － ✔        
－   ＋ ✔ 
＋  － ✔                  
－   ＋ ✔  











(6) a 今年の正月に、一の矢神社と筑波山神社に行った人は 1000 人いる。  
   b 今年の正月に、一の矢神社や筑波山神社に行った人は 1000 人いる。   

















                                                   
16 A は並列助詞の前に置かれる前項要素であり、B は並列助詞の後に置かれる後項要素であ






表 4 「と」17              表 5 「や」 










             A   A+B   B                 A   A+B   B     C… 18                                                    
 
図 1 「と」             図 2 「や」 
 
                    A∪B             A∪B  
「と」             「や」   
                    A∩B                   A ∪ B̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ 





は A、B 以外の要素 C を含意することはないのに対し、「や」は A、B 以外の要素
C を含意することはある。一方、「と」の表す範囲は A∩B になるが、「や」の表




18 A は並列助詞の前に置かれる前項要素であり、B は並列助詞の後に置かれる後項要素であ
り、C は文中に現されていない要素である。 
＋  ＋ ✔       
＋  － ✔        
－   ＋ ✔  
＋  ＋ ✔ 
＋  － ✔                  
－   ＋ ✔  
－  －  ✔ 
 
 









(7) この店に行けば、必ず牛肉か羊肉かが買える。        (再掲(4b)) 






表 6 「か」 
A    B                        
                     
                      「か」→ A∪B 
 
－  －  ✖                    
  
以上の内容をまとめると、表 7 のようになる。 
 





             
 「と」「や」「か」の相違点を以下のようにまとめることができる。まず、三者と
も「A∪B」と対応する。一方、「と」は「A∩B」と対応するが、「や」と「か」は
 と や か 
A∪B ○ ○ ○ 
A∩B ○ × × 
A ∪ B̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ × ○ × 
＋  ＋ ✔ 
＋ － ✔             










(9) a 学校の出入りには従業員証明書や学生証が必要です。  
b 出入校门必须凭工作证或(??和)学生证。                                 







通常である。もう 1 例見てみよう。 
 
(10) a 保険に入れば夫が病気や交通事故で死んでもすぐには困りません。 
  (再掲(2 章(12))) 
b 如果加入保险，丈夫因为疾病或(??和)交通事故去世的话，也不会马上陷
入困境。              















 (リンゴとナシ、どっちがいい)  
② 文中に選択を表す提示がなければ、“和”で連結する要素が対立し、同時に起こ










再度“和”の意味を表 8 で出す。 
 
表 8 “和” 
                                A  B                     
                    
                                          
 
 
－   － ✖          
   
表 5 と表 8 を比較したところ、日本語の「と」と中国語の“和”は意味的に対応
しているといえる。朱(1980)の“和”についての考察を見ると、“和”と「と」が対
応していないように見えるが、马(2008)の分析により、選択式の“和”の用法もあ
＋  ＋ ✔       
＋  － ✔        









(11) 请您从红色、黄色和蓝色中选择一种您最喜欢的颜色。           (作例) 










(12) a 中国留学生和韩国留学生可以申请此奖学金。 
b 中国人留学生と韓国人留学生はこの奨学金を応募することができる。 
    (作例)     
(13) a 韩国法务部称，截止到去年 2 月，通过留学和语言研修签证到韩国的中国
人达 6.3216 万人。19 
      b 韓国の法務部によると、去年の 2 月まで、留学と言語研修でビザを取っ
て、韓国へ行った中国人が 6.3216 万人もいたそうです。 




                                                   
19 http://zhidao.baidu.com/link?url=vsLIOGrcwosRAKNKcYTPpW8gQ9KXGBUT9yhMxo





(14) a 苹果和梨，你要什么。                 
   (马 2008 : 55) 
b リンゴとナシ、何がいい。         





(15) a 如果没有身份证和驾驶证，就不能申请材料。 
b 身分証明書と運転免許証がないと、書類の申請は出来ません。 
c 身分証明書や運転免許証がないと、書類の申請は出来ません。     








±B±C＋」の任意の 1 つの解釈が可能であれば成立する。 
 











(16) a このポイントカードの有効期間は一年と三ヶ月です。 
b＊这张积分卡的有效期间是一年和三个月。 
(cf. 这张积分卡的有效期间是一年零/φ三个月)    
(再掲(1)) 
 
(17) a 風間さんのは十四カ年と六カ月にしかならない。 
b＊风间先生只有十四年和六个月。 
        (cf. 风间先生只有十四年零六个月)       
 (中日対訳コーパス：破戒) 
 
(18) a  1＋3 分の 1 はいくつになりますか？答えは 1 と 3 分の 1 です。 
 b＊1 加 1/3 等于多少？答案是 1 和 1/3。 




a 先に千円のお返しです。のこり (628 / 600 と 28)円のお返しです。 
b＊先找您 1000 日元，再找您(628 / 600 和 28)日元。    
 (cf. 先找您 1000 日元，再找您(628 / 600 零 28)日元) 
                                                               (作例)   


















(20) a 彼は気前がいいから、5 万や 10 万なら理由を聞かずに貸してくれる。 
b 他很慷慨，借个 5 万 10 万的不问理由就会借给你。 
 (グループ·ジャマシイ 2001：778)    
 





















(22)  a 深谷中也有人家，炊烟袅袅，犬吠鸡鸣，牲灵和赶牲灵的人小得如蚂蚁
在爬。 
b 峡谷の中にも人家があって炊事の煙がゆらゆらと立ち昇り、犬や鶏の
鳴き声が聞こえ、家畜やそれを追う人の姿が蟻のように見える。                  
  (中日対訳コーパス：插队的故事) 
















なく声がかすかに聞こえた。        













(24) a 太郎和花子是夫妇。 
b 太郎と(??や)花子は夫婦です。                         (作例)  









もう 2 つ例を見る。 
 
(25) a 东和西，南和北，这些都是相对而言的。 
     b 東と西、南と北は、いずれも相対的にいったものである。 
c ?? 東や西、南や北は、いずれも相対的にいったものである。     
 (作例) 
    
(26) a 中国人学习日语，要把清音和浊音、长音和短音的区别搞清楚。 
      b 中国人の日本語学習は清音と濁音、長音と短音の区別をはっきりさせ
なければなりません。                
 (高橋ほか 1995：301) 














のが適切なのかと述べると、中国語では“A 和 B 之类的”などの形をとるのが妥当



































































   (述語の動詞・形容詞をつなぐ場合、動詞・形容詞は 2 音節のものに限る。述
語の前か後ろに必ず共通の成分が加えられなければならない) 




          天安门广场十分雄伟和壮丽  
(天安門広場は非常に雄大で壮麗だ) 
 































(1) a「ハンバーガーと、ポテト」  
   a’ ??「ハンバーガー、とポテト」             
       (作例) 











b ?? “汉堡和、薯条”         
     b’ “汉堡、和薯条”          
c ?? hamburger and, french fries     
 c’  hamburger, and french fries              
   (作例) 
      
















(2) a 「ハンバーガーと、ポテトと、コーラ」 
   b “汉堡、薯条、和可乐” 
      c  hamburger, french fries, and cola             















並べられている          並べられている  並べられている 
 
B                                      C 
 
    
   終わり                      終わり 
 
A                  A    B  
 




























の終わりを表すマーカーであるといえると考えられる。そのため、「A と B と」とい






的歌似的。    
    b 祁老人は毎朝ドアを押し開けると、彼の青や白や赤や顔に引っかき傷を
作った朝顔を見ることができた。朝露を帯びて、蕊を上に向けたラッパ
の口は、まるで光栄にも創作した歌を唄おうとしているようであった。           















とした脚と､上製の麻靴をはいたふとい足が見えた｡    


























(7) a 爸爸、妈妈和哥哥、姐姐都不在家  
      b 父、母それに兄、姉は共に外出している             
 (吕 2003：174) 
 
 (7a)は用法 b の例である。ここでは父と母が 1 つのレベルとして、兄と姉がまた
別のレベルとして言及されている。このような場合に、2 つのレベルの間に“和”が
置かれることになる。これも“A 和 B”と同様の構造を持っているといえる。(7a)
のような例では、A の中にさらに a と a’、B の中にさらに b と b’があり、以下の構
造をとっている。 
 
A  和   B 
 
              a    a’       b    b’ 
             爸爸、妈妈   哥哥、姐姐 











素が 3 つ以上の場合、一般的に“和”を最後の 2 つの間に置くのが単層構造、それ
以外の場合は重層構造であるということが記述されている。 









(8) a 事很凑巧，二十年后，我又在北京听了李淑一同志介绍她和毛主席、杨开 
慧烈士的亲密关系。                            
 (胡 1996：74) 
b ?偶然にも、20 年後に、また私は李淑一さんが彼女と毛主席、楊開慧烈 
士の親密な関係をとり持ったことを北京で聞きました。 
c 偶然にも、20 年後に、また私は李淑一さんが彼女と毛主席や楊開慧烈士 
の親密な関係をとり持ったことを北京で聞きました。 
(日本語訳の b, c は筆者によるもの) 
 
(8a)では、並列要素に“她”(彼女)と“毛主席”と“杨开慧”の 3 つがあり、“和”





















  (9) a 这次学术讨论会分八个组进行，八个组是：哲学、经济学、政治学和社会 
学、法学、文学、历史学、新闻学、教育学和人才学。      
 (胡 1996：74) 
b 今回の学術討論会は 8 つのチームに分けて行います。8 つのチームは： 
哲学、経済学、政治学と社会学、法律学、文学、歴史学、報道学、教育 
学と人材学です。 






(10) a 要彻底阐明理论和实践、政治和经济之间的关系。 








(11) a 里面装了不少精装的马列经典和文学的、哲学的名著。 
         b 中には上製本のマルクス・レーニンの著作と文学や哲学の名著が入っ 












(12) a うちの研究室には、李さんと王さんと私という三人の中国人留学生や朴 
さんと金さんといった二人の韓国人留学生がいる。                  










(12) b うちの研究室には、李さん、王さん、私という三人の中国人留学生や  
朴さん、金さんといった二人の韓国人留学生がいる。            
       (作例)                                         
(13) a 天气的冷与热和阴与晴，都会对农作物的生长产生影响。 
b 天候の暑さや寒さと晴れや曇りはすべて農作物の生長に影響を与えま  
す。 
  (高橋ほか 1995：300) 
























表 1  カテゴリー性から見る“和”「と」「や」 
 A 和 B A と B A や B 
カテゴリーを含意するかどうか   －   －   ＋ 
 
(15) a 大人们这么叫，娃娃们也这么叫，语气中绝无讥嘲，却是含着亲近和尊敬。 
b 大人も子どももそう呼んだが、嘲りの気持ちはまったくなく、むしろ
親しみや尊敬の情がこもっていた。          
  (中日対訳コーパス：插队的故事) 
(16) a 吹手撂下了一把唢呐和一个孩子，这孩子就是随随。 
b 彼はチャルメラ一本と(??や)子どもを後に残したが、その子が随随であ





(17) a 他继承了房子和一只狗。 
b 彼は家と(??や)一匹の犬を受け継いだ。           (作例) 
                                  
また、「human」性から見ても、相違点が生じる。以下の用例で示す。 
 
(18) A＋ B＋23 
a 小刚和小强出去了。＝ a.’ 小强和小刚出去了。  
b 太郎と次郎が出かけた。＝ b.’ 次郎と太郎が出かけた。     
c 太郎や次郎が出かけた。＝ c.’ 次郎や太郎が出かけた。         (作例)      
  
(19) A＋ B－(有生物) 
a 小刚和小狗出去了。 
≠ a’ 小狗和小刚出去了。(介詞)  (犬が太郎について出かけた) 
b 太郎と犬が出かけた。 
b’ ?犬と太郎が出かけた。24    
c ??太郎や犬が出かけた。 
c’ ??犬や太郎が出かけた。                                      (作例) 
 
(20) A＋ B－(無生物) 
a 爸爸把我和我的书包都扔在房间。 
＝ a’ 爸爸把我的书包和我都扔在房间。 
b ?? 父は私と私のカバンを一緒に部屋に抛りこんだ。  
＝ b’ ??父は私のカバンと私を一緒に部屋に抛りこんだ。 
c ?父は私や私のカバンを一緒に部屋に抛りこんだ。  
c’ ??父は私のカバンや私を一緒に部屋に抛りこんだ。  
 (a は周 2008：74，ほかは筆者によるもの) 








(21) A－(無生物) B－ (無生物) 
a 我喜欢吃苹果和桔子。 
＝ a’ 我喜欢吃桔子和苹果。 
    b 私はりんごと蜜柑が好きだ。 
＝ b’ 私は蜜柑とりんごが好きだ。      
c 私はりんごや蜜柑が好きだ。 
＝ c’ 私は蜜柑やりんごが好きだ。                                   (作例) 
                                                                       
 以上の用例を見ると、並列要素の性質制限に関して、中国語では、＋human、－
human、有生物、無生物にかかわらず成立することがわかる。一方、日本語では一
定の制限がある。日本語の場合、A と B が共に＋animate か－animate である場合











(22) a 爸爸和妈妈都在家里。 
      a’ 爸爸妈妈都在家里。                 
(23) a 你和我都不是北京人。 
         a’ 你我都不是北京人。                           
(24) a 红色和白色都可以。 






A と B が何らかの意義づけで統括される上位概念を汎説するための典型例として並
列された比況性並列構造の一種であるということができる」と述べている。例文と
しては、以下の通りである。  













(28) a 奶奶按着出嫁的传统，大热的天气，也穿着三表新的棉袄棉裤。 
b 古い嫁入りのしきたりどおり､そんな暑さの盛りに､彼女は新しい綿入
れ服と綿入れズボンを三枚も重ね着していた｡         












(30) a 加强大江大河大湖治理，疏浚中小河流，增强抗御水旱灾害的能力。 
b 大河川・湖沼の整備と中・小河川の浚渫を強化し、水害・干害に対す
る抵抗力を増強させる。                   




が沿道の小さな町で止まってしまう恐れがあった。   
   (中日対訳コーパス：插队的故事) 
 
 また、“爸爸妈妈”という言葉を検索し、全部で 60 個の用例が確認された。これ
らの用例の日本語訳を見ると、以下のような対応関係となっている。 
 
表 2 “爸爸妈妈”の日本語訳 
訳語 両親 と25 や26 たち27 、28 無29 も その他30 
数 27 15 4 4 2 2 1 5 
比率 44.26％ 24.59％ 6.56% 6.56% 3.28% 3.28% 1.64% 8.20% 
 
 以上の表の例を 1 つずつ挙げる。 
「両親」 
(32) a 我开始关心爸爸妈妈的工作。 
b 私は両親の仕事を気にし始めた｡  
  (中日対訳コーパス：轮椅上的梦)  












(33) a 我知道，为了给我治病，爸爸妈妈已经借了很多钱。 
        b 私は､私の治療のためにパパとママがすでにたくさん借金しているこ
とを知っていた｡                  
       (中日対訳コーパス：轮椅上的梦) 
「や」 
(34) a 方丹，爸爸告诉你这些事是希望你不要着急，也希望你能相信爸爸妈妈。 
     b パパがこれを話すのは､方丹に焦らないでほしいし､パパやママを信じ
てほしいからだよ｡                 
 (中日対訳コーパス：轮椅上的梦) 
「たち」 





































(41) a 太郎と次郎が出かけた。 ≒ b’ 太郎次郎が出かけた。           
b 小刚和小强出去了。 ≒ a’ 小刚小强出去了。       (作例) 






















(42) a 他的身边一堆被劈开的木柴棒子，还有一些被震起来的土片和小石头子 
儿。 
b 秦愷のまわりには割られた薪が積み重なり、地面からえぐり出された
土くれや小石が散らばっている。                 
     (中日対訳コーパス：金光大道) 


























下の 4 点にまとめられる。 
①位置上の比較：日本語の「A と B」という並列表現の場合、主要部(head)は B



































































































中日対訳コーパスでの検索の結果、「A や B のよう」に対応して用いられる中国
語の表現は次のようなものであることが明らかとなった。 
 
Ⅰ 一类/之类  19 例中 2 例(10.5%) 
   細工品が、目籠や、笊のような端物とよばれるものではなくて……        
 如果竹制工艺品不是指竹篮、竹篓之类的零杂东西…… 
 
Ⅱ 这样的/那样的  19 例中 8 例(42%) 
   サルトルやボーヴォワールのような思想家や作家  
  像萨特、玻包瓦尔那样的思想家作家 
 
Ⅲ 等/等等 19 例中 3 例(16%) 








Ⅳ φ 19 例中 6 例(31.5%) 
   神奈川県の相模原や厚木のように、自らインダストリアル、パークと称するも 
のもあらわれてきている。 
    如神奈川县的相模原和厚木，出现了工厂公园。 
  
以上、コーパスから抽出した 19 の例文をⅠ～Ⅳに分けたが、これらの「A や B
のよう」に対応する中国語の表現について、他の表現での訳出の可能性を検討する。
その結果をまとめたのが次の表 1 である。 
 




等/等等 φ 例の数 
Ⅰ ◎ ○ ○ × 2 
Ⅱ 
○ ◎ ○ × 1 
△ ◎ ○ × 3 
× ◎ × × 2 
○ ◎ ○ × 2 
Ⅲ 
○ ○ ◎ × 2 
△ △ ◎ × 1 
Ⅳ 
× ○ × ◎ 1 
△ ○ × ◎ 1 
△ ○ ○ ◎ 2 

























     彼女は毎日ラジウム、トリウム、ウランなどのような放射性元素とつきあ
っている。 

















  (4) 你看大哥是这样的人吗？ 
        兄貴をそんな人だと思っているのかね。 
  (5) 原来他是这样一种人。 










































































中日対訳コーパスで「A や B のよう」の「のよう」が“一类、之类”に訳されて
























张(2001) によると、“X 之类”が連体修飾語だけでなく、さらに主語(例文 17)、






























































之类 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 









粘着 重ね 名詞 形容詞 動詞 主語 目的語 連体修飾語 挿入 
之类 ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

























表 4 語彙意味 
 
表 4 でも“之类”と“一类”の差異は見受けられない。 




(名詞が 2 つ以上) 
選択列挙 
(名詞が 1 つ) 
概括式 隠喩式    転換式 
之类 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 






(26) 它不仅能把苍蝇、蜜蜂、蝴蝶之类的小昆虫击落，还能把人的眼睛打伤。  
(黄 2008：24) 
隠喩式： 
(27) 有人则将财神和聚宝盆、摇钱树之类画在符上。           
  (黄 2008：26) 
転換式 
(28) 各种节目，再加上婚丧嫁娶、建房、搬家、孩子考上学校、新年压岁钱之类，
使他有限的收入更显微薄。                  




























 中日対訳コーパスで「A や B のよう」の「のよう」が“那样(么)/这样(么)/一样”
















(31)  a その漢文を明朝や清朝の人が読むようになることを、ましてや林羅出
や新井白石のような日本の学者政治家までが読むようになることを
…。 







































(35) a これらは、床や水槽や天窓のように硬くて安定した《物》だと僕は考え 
小さい震えのような感動が躰を走るの を感じた。 










徐(2012)は、“这样的”“那样的”も列挙助詞と見なし、张(2001) が 12 種とした
列挙助詞を 14 種に改めている。 
 “这样的”について、徐(2012)の内容をまとめると、以下の表 5 のようになる。 
 





 中日対訳コーパスで「A や B のよう」の「のよう」が“等”に訳されているの
は以下の 3 例である。 






  詞 
普 固 
名 名 
1  2 























































いる。それは昨日今日のことではない。                           














 b 例えば内部分泌の不均衡、循環器官の不調、伝達系統一時的な阻害と 
混乱、などなど。                 










(42) a わが家のベランダにはレンギョウ、ザクロ、…などが植えてあり、花  
が絶えず咲いている。 

















一方、“等等”にはこのような機能が備わっていない。)  (筆者訳) 
 





















































等 ○ ○ ○ × 
等等 ○ ○ × ○ 
之类 ○ × ○ × 
一类 × × ○ × 











の用法を整理すると、表 7 のようになる。 
 










之类 ○ × ○ × 
一类 × × ○ × 
这样的/那样的 × × ○ × 

























































どなどが」の例文は僅か 19 例に留まった。そのほか、「などを」の例文は 18629 例、







                                                   












ると、表 8 のようにまとめられる。 
 










等 ○ ○ ○ × 
等等 ○ ○ × ○ 
など ○ ○ ○ ○ 




































(50) a 相比较于那些秘书、写作等等之类的“昨日黄花”课程来，“国际商务” 
专业应算是佼佼者了。     
          (CCL コーパス) 
b そのような秘書、作文などなどのような「昨日黄花の(古臭い)」課程と
比べたら、「国際ビジネス」という専門は相当良いものといえる。 











(日本語訳の b は筆者によるもの) 
 











     b どうして私たちは唐宋時代の水準を超える七弦琴を工夫して作らない
のか、例えば、“九霄环佩”、“鹤鸣秋月”、“天风海涛”などなど
のような？ 
(日本語訳の b は筆者によるもの) 
 
 一方、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」少納言で検索したところ、日本語の「な



















































之类 ○ × ○ × 
一类 × × ○ × 
这样的/那样的 × × ○ × 
等 ○ ○ ○ × 
等等 ○ ○ × ○ 
のような × × ○ × 
など ○ ○ ○ ○ 



























































































































表 1 日中の名詞並列表現の枠組み 
  X       Y  
  Z 
X1  X2 Y1  Y2 
中国語 和  或 一类，之类  等，等等 啦，呀，啊 
日本語 と、や  か のような  など、などなど とか、やら、だの 
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